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[問 1 ] 与式 = 3 - 36 ÷ 4

= 3 - 9
= 一
m

[問 2] 与式 =

9a - b - 5at 1ob
5

(問 3 」 与式
に-

8 ㎡
= 63 - 64
=m

[問 4 ] 式 を 整理 して

9x - 6 = 2 (4xt )

⇒ 9x - 6 = 8x t 2

:
: x = 8
mm

[問 5 ]
x = 4 を ② に代入 して

傑路 y = 2 × 4 - 1

= 8 - 1

② を ① に代入 して
= 7

8x - 5 (2x - 1 ) = - 3
② 8x - 10 x t 5 = - 3 : ∴ x

= ,yymuw
∞ - 2x = - 8

-
∴
x = 4



[問 6 ] 解 の公式 より
- ( - 9 ) ±√ ( - 9) 2 - 4 × 1 ×7

x=
2 × 1

く 問 の懲
Y ニーxにおいて、 つx ュー3 のとき

2

Y = ー (- 3)
~

= - 9

よって 左国 より
、
Y の 変域 は關品 ー 9朱mp

[問 8 ]

カードの 組 み合 わせは
( 1
,
2
,
3 )
,
( 1 , 2 . 4 ) . ( 1 , 2 . 5 )

( 1 , 3 , 4 )
,
( 1

.

3
,
5 )

( 1 . 4 , 5 )
～

( 2 , 3 , 4 ) , ( 2 , 3, 5)
～

( 2 , 4 . 5)
～

( 3 , 4 , 5)
～

の 10 通 り
n 、

このうち 和が 10 以上 の 組 み合 わせは 、4 通
り

よって 、 求 める確率
は主 =急



[問 9 丁

B
.

C までの距離が 等しい
A

0
P D ⇒ 線分 BC の 乗直 =等分、線

()宀
回
[問 1 丁
1組 の 向 が合う 点 は

、

一方 を a とすると 、 もう 一方は
、

at 6 である。 ただし 、 1 Ea ≡ 6 とする

A =

at at 6 == at 3
2

B = (at 6)~ -
a
= a
'
+ 120 + 36 - a㎡= 12at36

= 12 (at 3 )

よって

121a
= D ×(

であるから B は A の2倍



[問 2 ]
b を Q を 用 いた式 で 表 すと

b = at 12

d を C を 用 いた式 で 表 すと
d = C + 12

よって

p =

atbeced
4

at AtL 2 tC + Ct 12
=

4

2 a t 2 c +24
ニ

4

a + C + 12
=

4

したがって

24P = 24×
= 12a + 12 c + 144 ー ①

また
Q = bd - ac
= (at (2 )( C + 12 ) - ac
= ac + 12 a + 12 c + 144 - ac

= (2a t 12 c t 144 ー ②
①, ② より

Q = 24P



32
[問 1 ] P は = ま x + 3上 にあり Y ニ -1 だから

ーに 上 x + 3
②£ x = 4

. . x =- ア

[ 問23 m の 式 を Y = axtbとおくと 、 Y 切片 は 一 4

だから b = - 4 : . y = Qx - 4
B ( - 60 ) を通 るから

0 = - 6 a - 4
∞ 6 a = - 4

:

: a =
- ③

よってニー ③ xー 4 ~
ーゥ

[問 3 丁

点 Q の 座標 を ( t, 0) とおく

点 P は Y =≠ x + 3上 にあり
\ 、 ( t ,≠tt 3

Itt 3 x座標 は 点 Q の x 座標 と
wん

等 しいから 、つにもよって
～

感
( t,0 )

Y = Itt 3

∴ PCt , ≠ tt3
～



したがって

OAQP = I × 1 Itt3) × t

= せ③ ヒ

m の 式 を Y = ax - 4 とおく
( Ye 版は 一 4 )

.

Ite3 plt , ≠ tt 3) を 通 るから

4 ℃ Itt 3 = at - 4

∞ Qt = It t7 t > 0 より

d 両辺をせて
: : a =

7
+ I 割 る

=

2

七七t14

したがって m にがー 4

ここで 、 m と
x

軸の 交点を R とすると 、 Rnx座標 はm の式に

Y = O を代入 して

0 =x- 4
出 琵 x = 4

: x = 4 ×
tt= 4. ∴ R (選



よって

BR =

t+ 14
f

七_ (-6 )

ite3 =

t比 τ 6

「4 ℃

鼗
したがっと

OAPB = OABR + OPBR

= 上×飛 4 + 上×⑮btts )

ー共通因数でく《 Z
=( 4 +≠ t + 3 )

=

7≠ tt 7 )

=選き×
～

で約分

二堅
LAPB = 2 × 0 AQP より

= 2 × ( 出 t ' + it )



⇐ 7 tt 42 = 4 × ( 4 ピ + it )

7 tt 42 = ピ t 6t
⇒ ピ - 七 + 42 = 0

⇒ ( t+ 6 )(t - 7 ) = 0
:

、 七 = - 6
,
7

t 70 よりたり
、

よって Pax座標は品

口
OAQB において LAQB は

直径 の 円周角 なので 90 ”

また AQ = BQ であるから
n al s OAQB は直角=等辺角形

)
200 よって 、 LQAB = 45,
)250 ))

LRAPn = 45- 20=
”

OARP で 外角 の定理感cyより
< BPR = 25

~

ta
～

イ

[問 2 ]
① OAPR と OAQR において

共通 な辺 だから
AR = AR ー ⑦

仮定から
AP = AQ ー⑨



仮定から
BR = QRR

等 しい 弧 に対 する 円周角 は等 しいから
< PAR =CQAR ー 回

⑦⑨ .⑰ より 2組 の辺 とその間 の 角 がそれぞれ等 しいので
OAPR ≡ OAQR (証明終わり )

② 難問

0

0

=
男

@ 丁

ーハ ①'

まず
、

ロ AORQ に

ついて考える
。

ORPO の面積
を

回 とする

② コ 日
ORPO EORAP
において 、底辺
それぞれ Po , AP

ー
②ハ D

'

とすると
、 高 さが

等 しいので 、面積比 は 、
底辺比 し 2 : 1 ) と 等しい。 よって



O RAP =②
また 、 問 2 のより OAPROAQR であり。合同な 国形
の 面積は等 しいから 、 OAQR =②
よってロ AOQR = D +②+②=⑤

次にORST を
考える

「
'

OBQA とO BTO

' ② において 、

② ℃ T
∠ QAR = LRAB

. a ① より LQAR = G
'

E
「 72

a

ー ②へ①ヘ ③
' おくと

CQAB = 2 a-①

また 、RBに 対する 円周角 と 中心角 より
26= LROB : .∠ ROB =2 ー ②

①,
.
② より
LQAB = ∠ TOB - ③

共通 な 角 は等 しいから
LABQ = COBT ー④

③
.
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので
OBQA SOBTO

したがって

誓鳴 シポー⑤



ここで AP =② PO=① とおくと 、 AP = AQ より

AQ =② したがって ⑤ より TO =①
月 の半径 は ③ だから RT =②
.

- AQ = RT -⑥

ORST と OASQ
において

ー

CQAB =2 a
.

X LROB =2a
=

θ だから
=

X

男 ⑦

⑨ T LQAB =< ROB
72a 72a 同位角 が等 しいので

QA ' RO

よって 、錯角 が等 しいから

LRTS =∠ AQS ーの
LSRT = LSAQ - ⑧

⑥ .
⑩

. ⑧ より 1組 の 辺とその 両端 の 角 がそれぞれ
等しいので 、 ORST ≡ OASQ

よって RS =AS ⇒ S は RA の 中点
'

OAQR と OAQS において 、底辺 をそれぞれ ARAS
とすると

、

高さが等 しいので 、面積比は 、

底辺比 と等 しい

よって
ー

OAQRn : OAQS = 2 : 1

②
⇒ OAQS =□



ORST と OASQ は 合同 だから 、面積
も等 しい

よって

ORST = 回

以上 より

ORST = PAORQ = D =⑤
= 1 = 5

⇒ 5 × ORST = AOQR

: .ORST =⑤× DAOQ
よって 、 ORST は DAOQR の

5億
⑤
[問 1 丁

P から AD に垂線 をF ろした
6 ー 足をQ とする

“ 立体 P - AEHD は 、 底面 を
人 。 」

ロ AEHD 、 高 さを PQ とした
四角錐 である

。4
P は 正分 ABCD の対角線

\
AC の 中点 であるから 、対称性

ー
P により

、 AP = DP
3f2 OABCで 活方 の定理より

「
AC =N2: √

36 t36

A- 3 £ 3
D = 6≡ = 02 = 6㎡



P は AC の 中点 より PA =3
m

OPAQ で 平方 の定理より

PQ = N('2 -
2

ミ √8-3
= 3

よって 、 求める体積 は

6 × 4 × 34 B = 24 cm
㎥

mm

[問 2]

P から HF に乗線 を F3した

足を R とする

ーー” OFPH の 面積は
底面 を HF

、 高 さを PRE

して求 めれば 良 く
。

HF =63 cm

R
>

であるから 、PR
の

長さを求める
。

6
只

6
D から AC に乗線を F ろした 足を

3√2 S とする

「
:

「 ODAC は 二等辺角形 より
@

Ap/ c S は AC の 中点である 、よって
6㎡ AS = 3√2 cm



ODAS で 三平方 の 定理より

照 : √6 -2ミ √ 36
-18
原 =m

= 32
.

～

¤ また 、 P は AP : PC = 5 - 1
の

点
6

㎡
6 であるから

「 m= 5eonET 楽raf.Lar = 5冷
～

PG 5× 6 E

=竺
よって

PS - AP -AS
=.53 -32
= 22 cm

したがって DDSP で 平方 の定理より

照 = 」段2N
18 t8
ー

= 26cm ㉖



DABCDIDH であるから
ー 昨6 PDIDH

1

D
略
、 p

4

「
R
'

H

ODHP で 三平方 の定理 より

=√ ( E6㎡+4 ~
λ“√26

ベ = で4ュ
二

対称性 から PH = PH なので 、 OFPHはニ等辺角”

ィ
P OPHR で 平方 の定理 より

睚 沿羹誉 = Nλ:「
42-
8

「 \ = 2√6 cm =2女
H

2し '
F ～

= 2万
6㎡

したがって OFPH の 面積 は

Iy 6E× 2 √f= 6 √3×√6
= 6石
= 6 × 20√
= cm㎡mm


